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T. Kano,   Optimistic and Pessimistic Views on the Sustenance of Mineral Resources
資源開発が進むにつれて有望地域が次第に
減り、探査が難しくなっている。このよう
に資源と環境の制約から、従来型の無限の
経済成長が不可能であることも事実である。 
資源を制する者は世界を制する。資源は
莫大な利益を生み、国家のエゴがぶつかり
あう。きれいごとではすまない。かつて日
本の商社は資金力にものを言わせて利権を
獲得してきたが、今日の大規模開発には何
兆円という資金が必要で、国家的な戦略が
なくては確保できない。今や資源の世界で
は、「民」だけではなく、専門的な知識を持っ
た「官」が前面に立ち、トップクラスの政治
家が後押ししないと相手にしてもらえない。
4．人材こそ最大の資源
以上のように、資源には楽観的な見方と
悲観的な見方があり、多面的に見て行かね
ばならない。実際には、「資源枯渇」の心配
より、供給不安と価格の不安定（暴騰）の方
が問題である。
未来はけしてバラ色ではないが、真っ暗
でもない。これまでも人類は、それぞれの
時代に資源問題に直面し、資源の制約を受
けつつ道を切り拓いてきたし、今後もそう
して行かねばならない。結局は、問題を何
とか解決しようと工夫と努力をする人間が
いるかどうかにかかっている、最大の資源
は「人」である。それは再生可能であり、教
育によって質を向上させることができる。
人を大切にし、教育に投資をすることに国
家の将来がかかっている。
